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平成22年3月31日 

 

通
常
総
会
の
開
催 

▲ボランティア活動  

大野原小学校にて 
 

3 月末現在 

会員数：571 名 

事業実績：198,206,431 円 

就業率：87.0% 

 

 

  
 

 

二
月
、
大
野
原
小
学
校
と
太
田
小
学
校
に
於
い
て
恒
例
の

「
昔
遊
び
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
会
員
が
指
導
者
と
な
り
、
太
田
小
学
校
で
は

一
・
二
年
生
（
六
十
五
名
）
を
対
象
に
し
て
寒
い
中
、
熱
心

に
「
昔
遊
び
」
に
興
じ
る
チ
ビ
ッ
子
達
の
姿
に
感
動
を
覚
え

る
と
共
に
、
六
十
余
年
前
の
我
が
姿
と
重
な
り
、
と
て
も
懐

か
し
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

児
童
と
の
交
流
を
更
に
深
め
る
為
に
、
児
童
か
ら
の
寸
劇

披
露
や
会
員
同
伴
の
給
食
等
々
、
指
導
す
る
会
員
に
と
っ
て

も
楽
し
い
一
時
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
人
間
関
係
・
帰
属
意

識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
日
に
あ
っ
て
世
代
を
超
え
て
親

睦
を
図
れ
た
事
は
実
り
多
い
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
よ
り
充
実
し
た
取
組
に
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
太
田
新
町
・
小
松
賢
一
） 

「
昔
遊
び
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

  

第
二
回
通
常
総
会
開
催 

去
る
三
月
二
十
五
日
木
曜
日
に
平
成
二
十
一
年
度

第
二
回
通
常
総
会
が
神
栖
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
保
立
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え

二
十
一
年
度
補
正
予
算
・
二
十
二
年
度
事
業
計
画
と
収

支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
・
理
事
長
の
挨
拶
の
中
で
、
政
府
の
事
業
仕
分

け
を
受
け
て
、
当
セ
ン
タ
ー
も
予
算
縮
小
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
我
々
会
員
が
決
定
さ
れ
た
基
本
方

針
を
も
と
に
一
丸
と
な
っ
て
、
事
業
の
発
展
と
充
実 

強
化
を
図
り
、
市
民
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
向
け
て
努

力
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
昭
和
五
十
年
に
江
戸

川
区
で
生
ま
れ
、
高
齢
者
に

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就

業
及
び
そ
の
他
軽
易
な
作

業
に
係
る
就
業
機
会
を
提

供
し
て
、
高
齢
者
の
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の

実
現
と
地
域
社
会
の
発
展

や
活
性
化
に
寄
与
す
る
事

を
目
的
と
し
、
現
在
全
国
一

千
三
百
四
十
三
団
体
で
約

七
十
六
万
人
の
仲
間
が
高

齢
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、

無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。 総

会
の
最
後
に
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
ヘ
よ
う
こ
そ
』
が
上
映
さ

れ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
理

解
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。 

（
土
合
南
・
森
優
） 
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講
習
会
に
参
加
し
て 

全
農
サ
イ
ロ
㈱ 

鹿
島
支
店 

 

総
務
部 

部
長 

藤
枝 

俊
男 

様 ▲ 監視室での勤務状況 

 
 

  

去
る
二
月
十
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
あ
る

安
全
運
転
中
央
研
修
所
で
「
高
齢
者
の
為
の

交
通
安
全
体
験
学
習
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

我
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
五
〇

名
程
が
参
加
し
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

を
基
本
に
以
下
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

②
自
転
車
の
基
本 

③
自
転
車
の
市
街
地
で
の
走
行 

④
自
転
車
事
故
ビ
デ
オ 

以
上
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し
た
。 

 

 

残
念
な
が
ら
、
当
日
は
あ
い
に

く
雨
天
で
、
屋
外
で
の
衝
突
事
故

の
実
験
や
車
の
特
性
（
内
輪
差
や

死
角
）
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
少

し
残
念
に
思
い
ま
し
た
。 

 

今
後
こ
の
安
全
体
験
学
習
を

生
か
し
、
事
故
防
止
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
我
が
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
金
井
さ
ん
、
交
通
安

全
協
会
神
栖
支
部
長
、
神
栖
市
役

所
防
災
安
全
課
職
員
の
方
々
、
大

変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
土
合
南
・
森
優
） 

高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会 

 

当
社
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
Ｅ
Ｕ
諸
国
・
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
各
地
か
ら

海
を
経
て
輸
入
さ
れ
る
穀
物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
マ

イ
ロ
）
な
ど
の
原
料
を
、
安
全
及
び
確
実
な
管
理
体

制
の
も
と
サ
イ
ロ
な
ど
の
設
備
に
保
管
し
、
さ
ら
に

飼
料
・
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
工
場
に
送
り
届
け
る
。

こ
れ
が
私
た
ち
全
農
サ
イ
ロ
の
役
割
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
仕
事
の
な
か
、
２
０
０
４
年
度
よ
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
に
構
内
へ
入
構
す
る

前
に
車
両
管
理
等
の
業
務
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

入
構
車
両
管
理
業
務
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
の
朝
７
時
よ
り
夜
７
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
当

然
で
す
が
、
数
名
の
方
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
業
務

に
就
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 

具
体
的
な
業
務
内
容
は
、
入
構
を
許
可
さ

れ
た
電
動
ゲ
ー
ト
の
押
し
ボ
タ
ン
に
よ

り
、
ポ
ー
ル
を
開
放
し
入
構
さ
せ
ま
す
。

許
可
表
示
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
関
係
先
等
に
確
認
を
取
る
と
い
う

面
倒
で
地
味
な
業
務
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー

さ
ん
の
お
か
げ
で
原
料
の
安
全
が
確
保
さ

れ
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
間
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

シ
ル
バ
ー
さ
ん
が
毎
日
業
務
を
さ
れ
て

い
る
場
所
は
、
空
調
設
備
は
完
備
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
狭
い
場
所
の
為
大
変
だ
と

は
お
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 

 

発
注
者
の
お
声 
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会 

員 

の 

声 
事務局からのお知らせ 

就業をする際のお願い 

現在、多くの発注者の皆様からは感謝の言葉が聞か

れますが、一部の方からは、様々な不満の声も聞かれ

ます。例えば就業中のおしゃべりが多い、休憩してい

る時間が長い、仕事の出来栄えが悪い等の指摘をされ

ており、このまま放置すれば、シルバーの評価が下が

り仕事が減る事が心配されます。これからは、このく

らいで良いといって甘える事のなく、シルバーに頼ん

で良かったと言われる様、誠意をもって仕事をする事

をお願いします。 

 

剪定・草刈・除草作業希望の会員募集 

剪定・草刈・除草作業会員が、現在不足しており、 

手配に大変苦慮しております。会員・知人等で就労を

希望する方がいましたら、事務局までご連絡下さい。 

 

新聞掲載について 

2 月 4 日付「よみうりタウンニュース」に「シルバ

ーの気遣いに反響」の題名で、掲載されました。 

お礼の手紙を頂いた他、これまで 

のエピソードが書き綴られていま 

す。本所・支所掲示板に掲示して 

ありますのでご来所の際には是非 

ご覧下さい。 

 

                                  

 

  
 

 
 

 

                  

 

         

新
入
会
員
の
紹
介 

田
崎 

正
勝
（
大
野
原
） 

山
田 

勝
利
（
太
田
） 

久
須
美 

勝
利
（
知
手
中
央
） 

原 

敏
子
（
矢
田
部
） 

安
藤 

初
子
（
太
田
） 

谷
藤 

テ
ツ
子
（
下
幡
木
） 

佐
藤 

茂
（
知
手
） 

石
井 

ト
モ
子
（
木
崎
） 

宮
崎 

正
（
筒
井
） 

吉
岡 

文
子
（
横
瀬
） 

湟
打 

あ
い
子
（
知
手
中
央
） 

菅
原 

慶
治
（
南
浜
） 

小
山 

聰
（
平
泉
） 

野
沢 

義
信
（
筒
井
） 

小
林 

由
一
（
若
松
中
央
） 

小
林 

ス
エ
子
（
若
松
中
央
） 

安
藤 
福
次
（
柳
川
中
央
） 

 

敬
称
略 合

計
１
７
名 

 

 

 

（平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
） 

『
入
会
一
年
生
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

土
合
中
央
・
石
原 

護 
 

 当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
昨
年
五

月
に
入
会
し
、
八
月
よ
り
土
合
体
育
館
管
理

業
務
に
就
き
ま
し
た
。
体
育
館
、
人
材
セ
ン

タ
ー
本
所
・
支
所
の
各
職
員
、
諸
先
輩
方
の

ご
指
導
の
お
陰
で
最
近
や
っ
と
仕
事
に
慣

れ
始
め
、
子
供
さ
ん
は
じ
め
利
用
者
の
方
々

と
も
色
々
と
お
話
が
可
能
な
所
ま
で
来
ま

し
た
。 

当
体
育
館
で
の
技
術
の
錬
磨
向
上
は
当

然
で
し
ょ
う
が
、
特
に
子
供
さ
ん
の
入
退
館

時
の
元
気
な
挨
拶
、
館
内
ト
イ
レ
の
履
物
の

整
理
等
を
拝
見
す
る
た
び
に
、
技
術
指
導
の

み
だ
け
で
な
く
、
先
生
方
の
「
心
」
の
育
成

指
導
の
成
果
で
は
と
、
何
か
嬉
し
く
思
い
ま

す
。 当

体
育
館
で
の
成
果
が
色
々
な
形
と
し

て
実
る
よ
う
に
、
安
全
第
一
に
楽
し
く
使
用

し
て
頂
け
る
よ
う
に
業
務
を
通
じ
て
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

青色防犯パト車、今日も安全運転です 

青色防犯パト車 波崎地区 竹内利夫 

 

 

一日の始まりは乗車前 

① お互いの顔を見て大きな声での 

挨拶の後、体調は良いですか？ 

の掛け声 

② パト車の各ライト点灯点検です。 

防犯パトの第一目標は市民の為パトロールと安全運

転です。制限速度遵守は勿論の事、特に信号機のない交

差点を通過する時は一旦停止をし、運転者は、右よし、

左よし、右よし、直進よしを顔を大きく左右に振り、目

をきちんと動かし、そして言葉にして声を出して安全確

認後、通過しています。（助手席の人は左方向の安全確

認をし、左よし、左きたを知らせる） 

防犯パト中、市民の方や小中学生から手を振ってもら

ったりすると、防犯パト業務の喜びを感じるのと、明日

も安全運転をするぞ、との元気がでます。 
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手 芸 同 好 会 

私達の手芸同好会は、平成 20 年に発足しました。 

きっかけは、会員同士の話の中で、押入れやタンスの中に眠っている物がたくさん有るけれど、捨てるのは勿

体ないし、何かに活用する方法はないかしら…。と言う話をちょいちょい聞くようになりました。 

 他のシルバー人材センターのように眠っている物を生かして、楽しむ手芸のサークルを作りたいという話か

ら発展しました。まず同志を募ってみようという事になり、その後、この思いを事務局に申し入れ、ご指導、

ご協力をいただき、同好会を発足するまでに辿り着く事が出来ました。 

 今のところ、好きな者の集まりという事で、講師はいませんが、編み物・和裁・パッチワーク等の分野でそ

れぞれの知識や技を出し合って、わいわいがやがやの中で、制作に励んでおります。 

                        同好会の知名度は、まだまだですが、年に一度、市の産

業祭にシルバー人材センターが行っている広報活動に便

乗して、作品の展示・販売を実施しております。又、本所

の事務所ロビーにも少々の作品を展示・販売をさせて頂い

ております。 

                        こんな同好会に賛同、または興味のある方は、月に 2

回（第一・第三木曜日の午後 1時から）本所の事務所会議

室にて活動しておりますので、是非一度覗きに来て下さ

い。勿論、男性も歓迎です。お待ちしております。 

 
お問い合わせ連絡先：０２９９-９２-７５８３ 

                シルバー事務局

（本所）まで 

  

『
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
神
栖
』
で
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
楽
し
く
読
ん
で
い
た

だ
く
為
、
随
時
原
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
の
感
想
や
ご
自
身
の

趣
味
、
私
の
生
き
が
い
や
体
験
談
な
ど
の
原
稿
や

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
標
語
・
写
真
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
の
で
、
広
報
部
会
員
又
は
事
務
局
（
本

所
・
支
所
）
ま
で
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
薄
謝
を
進
呈
致
し
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
十
七
号
発
行
に
際
し
ま
し

て
は
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
御
協
力
や
御
支
援

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

お
陰
さ
ま
で
こ
の
度
の
広
報
紙
編
集
作
業
も
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
部
会
員
の
皆
さ
ん
御
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
神
栖
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展
の
為
、

会
員
の
皆
様
の
倍
旧
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
知
手
中
央
・
岩
井
） 

 

会
員
の
ひ
ろ
ば 

 

編
集
後
記 

編
集
・発
行 

 
 

神
栖
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

広
報
部
会 

 
 
 
 
 
 

広
報
部
会
長 

岩
井 

勝 

広
報
部
会
員 

玉
造 

賢
次 

 
 
 
 
 
 

〃 
 
 

森 
 

優 

 
 
 
 
 
 

〃 
 
 

橋
本 

房
子 

 

募 

集 

中

う 
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 

短
歌 

・
車
窓
よ
り
広
が
る
真
白
の
蕎
麦
の
花 

童
の
頃
は
守
に
飾
り
き 

・
混
迷
の
続
く
社
会
に
増
す
犯
罪 

ニ
ュ
ー
ス
命
の
重
き
問
う 

（
平
泉
・
大
岡
な
よ
） 

○ 

川
柳 

・
あ
れ
や
こ
れ
や
と
と
ど
の
つ
ま
り
は 

事
務
局
案 

・
チ
リ
津
波
テ
レ
ビ
番
組
独
り
占
め 

・
今
朝
も
ま
た
八
十
路
の
友
が
一
人
欠
け 

・
老
風
の
甘
え
を
受
け
て
マ
イ
ク
持
つ 

・
文
芸
欄
八
十
路
の
友
は
一
茶
並 

（
波
崎
・
玉
造
賢
次
） 

○ 

都
都
逸 

・
ど
こ
え
行
く
に
も
二
人
は
一
緒 

 

松
の
葉
っ
ぱ
は
二
人
連
れ 

・
恋
に
こ
が
れ
て
心
を
こ
が
し 

わ
た
し
ゃ
焼
き
も
ち
餅
こ
が
す 

・
ど
ん
な
に
上
手
に
か
く
し
て
い
て
も 

は
げ
た
と
こ
ろ
が
見
え
か
く
れ 

・
ケ
ー
キ
の
上
に
フ
の
字
が
つ
い
ち
ゃ 

こ
れ
は
駄
目
だ
よ
す
ぐ
は
ら
え 

・
ド
ッ
ト
お
さ
れ
て
土
俵
に
上
り 

一
気
押
し
勝
強
い
奴 

（
知
手
中
央
・
岩
井
勝
）  




